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 ７ 教育庁 防災ノート「東京防災」の作成・配布・活用 

 

事 

業 

概 

要 

発生が予測される首都直下地震などの自然災害発生時において、児童・生徒が「自

助」、「共助」の精神に基づき適切に行動できることを目的とし、総務局が都内の

全世帯に配布した防災ブック「東京防災」と連携した防災教育教材である防災ノー

ト「東京防災」（以下、「防災ノート」という。）を作成すると共に、都内の全て

の公立学校・私立学校の全児童・生徒に配布する。 

また、「親子防災体験」・「防災標語コンクール」等の実施により、その活用を

更に促進し、学校と家庭・地域が一体となった防災教育の一層の充実を図る。 

こ 

れ 

ま 

で 

の 

経 

過 

○「防災ノート」作成委員会（監修者：東京学芸大学教授渡邊正樹） 

ア 第１回平成27年１月７日（「防災ノート」の方向性について） 

イ 第２回平成27年５月19日（「防災ノート」の編集方針について） 

ウ 第３回平成27年７月13日（「防災ノート」原稿案について） 

○配布状況 

「防災ブック」の配布に合わせ、平成27年９月１日より、都内の全ての公立学校

及び私立学校の全児童・生徒に配布した。 

○作成部数 

・小学校１年生～３年生版 333,200部 

・小学校４年生～６年生版 321,700部 

・中学校版        348,300部 

・高等学校版       359,000部        計1,362,200部 

○知事の授業視察 

平成27年９月24日、港区立港南小学校において、「防災ノート」及び「防災ブ

ック」を活用した授業を、舛添知事が視察した。 

現 

在 

の 

進 

行 

状 

況 

各学校において、避難訓練の事前・事後指導、宿泊防災訓練時のほか、各教科の

授業、学校活動（ホームルーム活動）、朝の会・帰りの会などの日常的な学校生活

における様々な場面で、「防災ブック」と連携した「防災ノート」の活用が図られ

ている。 

今 

後 

の 

見 

通 

し 

○平成28年度版「防災ノート」の作成及び配布 

・小学校１年生～３年生版 134,500部（新１年生） 

・小学校４年生～６年生版 130,300部（新４年生） 

・中学校版        107,500部（新１年生） 

・高等学校版        73,500部（新１年生）   計548,200部 

○平成28年度「防災ノート」活用促進月間（平成28年7～9月）の実施 

・親子防災体験（小学校全学年児童対象） 

・防災標語コンクール（中学校第１学年生徒対象） 

問い合わせ先 教育庁 指導部 指導企画課 電話 03-5320-6836 

 


